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令和7年度のまちづくり
　定例会3月会議で、杉谷佳昭町長が町政執行方針を説明しました。その概要と予算についてお知らせし
ます。
　本町の財政状況は慢性的な歳入不足と物価高騰等による歳出の増加によって大変厳しい状況であるた
め、令和8年度に向け、公共施設等の「在り方」や、各種料金等の見直しを進めます。

※令和7年度の町政執行方針の全文は、町ホームページに掲載しています。

魅力あるまちの実現

豊かな生活環境の充実

11

22

農業の振興

水産業の振興

住環境の充実

防災体制の構築 交通安全・防犯対策の推進

町民の「足」となる公共交通の維持

ごみの適正処理と
　　　リサイクルの推進

上下水道の維持と確保

　礼文華地区において、国の「農業水路等長寿命
化・防災減災事業」を活用し、用排水路の機能診
断を実施します。用排水路の老朽化具合、豪雨が
発生した場合に周辺農地への洪水被害の影響等
を調査し、今後の更新を検討します。

　地域ＤＭＯである「一般社団法人 噴火湾とよ
うら観光協会」の活動を支援し、本町特産品や地
域における観光プログラムの開発など、町の資源
を活かした魅力ある観光づくりを推進します。

　商工振興における課題の一つであります小規
模事業者の減少抑制に対し、地域おこし協力隊を
活用した創業・事業承継に支援します。

林業の振興

商工業の振興

観光・交流の促進

　「森林環境譲与税」を活用した私有林等整備補
助事業により、森林所有者が実施する造林、下刈
り、間伐、枝打ち等の事業に助成し、未整備森林の
解消と森林整備面積の増加を図ります。

　沿岸環境や水産資源の保全に関する磯焼け対
策を含め、ふるさと納税返礼品の主力商品を確保
するための対策について検討します。

　移住者の住宅不足の解消に向け、老朽化した教
員住宅を新たに中長期移住支援住宅として活用
する、「豊浦町空き家活用モデル事業」について、
本年度は内装作業をはじめ入居者を募集するな
ど取組を推進します。

　地域住民による自主的な防災計画である「地区
防災計画」の策定に対する支援を行い、防災意識
がより深く浸透するよう取り組みます。

　豊浦小学校周辺への「ラバーポール」や「ハン
プ」を設置するなど、変化を加えて実証実験を継
続し、より交通安全効果の高い取り組みの検証を
行います。

　令和６年度に策定した地域公共交通計画を推進
させ、令和8年度以降に予定をしている町内公共交
通の再編に向けて、運行体制の具体化を図ります。

　平成25年2月に策定された「豊浦町ごみ処理基本計画」
の見直しを実施し、今後の廃棄物の排出状況を把握のうえ、
引き続き収集・運搬処理を実施します。

　今後も安心してサービスをご利用いただくた
め、水道下水道事業運営審議会において、令和8
年度に向けた料金等の見直しを進めるなど、持続
可能な経営に取り組みます。


